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はじめに 
 

 

「みんなで目指すまちづくり会議」は、新たな総合振興計画の策定にあたり、市民の意見を計画

策定段階から反映させること、また、市民の視点から今後のまちづくりを検討していくことを目的

として設置されました。メンバーは、公募及び住民基本台帳より無作為抽出された 1,000 人の中か

ら、この取り組みに共感した 23 名の市民が集い、ワークショップを通じてそれぞれの想いを語り

合いました。 

会議は、令和元年 10 月から 11 月の期間中４回にわたり開催され、「行田市の良いところ」、「目

指したいまちのイメージ」、「そのためにやるべきこと」等について議論を深め、この提言書をとり

まとめました。 

内容については、私たちが目指したいまちのイメージに沿って、それぞれが提言したいことをま

とめておりますので、第６次総合振興計画に掲載すべき全施策を網羅しているものではないかもし

れません。しかしながら、本会議において私たちが議論してきた成果は、行田市の未来に一石を投

じるものと考えますので、提言書の内容について、これから開催される審議会等においても十分に

斟酌いただき、行田市の未来を展望した計画づくりに反映していただきたいと存じます。 

おわりに、みんなで目指すまちづくり会議において市民同士の新たなつながりを持てたことに感

謝するとともに、本提言書が令和３年度からスタートする第６次総合振興計画策定の一つの礎とな

ることを強く願い、ここに提言いたします。 

 

みんなで目指すまちづくり会議参加市民一同 
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第１章 「みんなで目指すまちづくり会議」の概要 

みんなで目指すまちづくり会議では、第６次総合振興計画を策定するにあたり、市民の視点から

行田市のまちづくりを検討していくため、ワークショップ方式で全４回の話し合いを行いました。 

 

第１回会議では、総合振興計画の概要や策定体制、この会議の位置づけ、近年の社会経済状況の

変化等についての説明を受けた後、ワークショップに入りました。ワークショップでは、Ａ、Ｂ、

Ｃ、Ｄの 4 班に分かれて、第１回のテーマである「行田市の良いところを市外の人に自慢するとし

たら（案外知られていないもの、気付いていないけど実はすごいもの、もっと活用できそうなもの

なども含め）」について、意見を出し合いました。出された意見は、内容が似たものをグルーピン

グし、それぞれに表題を付け、最終的には班ごとに話し合いの結果を発表しました。 

 

第２回会議では、「自分の目指したいまちをイメージする」をテーマに話し合いを進め、「暮らし」

「賑わい」「歴史・環境」の３つの分野について目指したいまちのイメージをフセンに記入をしな

がら模造紙に貼り出していきました。その後、内容が似たものをグルーピングし、それぞれに表題

を付け、班ごとに話し合いの結果を発表しました。 

 

第３回会議では、第２回にあげられた「目指したいまちのイメージ」を大きく８つの方向性に集

約し、目指したいまちのイメージを実現するための前提となる行田市の「現状・課題」、また、課

題を解決するために「やるべきこと」について議論を進めました。 

 

第４回会議では、第３回の結果を踏まえ、８つの目指したいまちのイメージについて、「現状・

課題」「やるべきこと」に加え、「市民ができること」についても意見・アイデアを出し合いました。

最後に、班ごとに発表し、メンバーの意見を全体で共有しました。 

このような検討の過程を経て、この提言書は生まれています。 
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【会議全体のプログラム】 

 開催日時・場所 テーマ 

第１回 

10 月５日(土) 

教育文化センターみらい 

第２学習室 

行田市の状況を共有しよう ＜レクチャー形式＞ 

・総合振興計画の概要や策定体制、本会議の位置づけ、行田市

の状況などについて説明します。 

・ワークショップの目的や進め方を説明します。 

行田市の良いところを市外の人に自慢するとしたら？ 

＜これ以降はワークショップ形式＞ 

・フセンに書いて発表しあい、模造紙に貼り出します。 

・似たもの同士のフセンを整理分類してグループ分けしたものに表

題を付けます。 

・グループごとに発表し、参加者全員で内容の共有化を図ります。 

第２回 

10 月 19 日(土) 

商工センター 

403 研修室 

自分の目指したいまちをイメージしよう 

・「暮らし」「賑わい」「歴史・環境」の３つの分野について目指したい

まちのイメージを、フセンに書いて発表しあい、模造紙に貼り出し

ます。 

・似たもの同士のフセンを整理分類してグループ分けしたものに表

題を付けます。 

・グループごとに発表し、参加者全員で内容の共有化を図ります。 

第３回 

11 月 16 日(土) 

教育文化センターみらい 

第２学習室 

目指したいまちを実現するためには？ 

・第２回であげられた「目指したいまちのイメージ」を実現するため

の前提となる行田市の「現状・課題」、また、課題を解決するため

に「やるべきこと」について、フセンに書いて発表しあい、模造紙

に貼り出します。 

・似たもの同士のフセンを整理分類してグループ分けしたものに表

題を付けます。 

第４回 

11 月 30 日(土) 

教育文化センターみらい 

第２学習室 

目指したいまちを実現するために「やるべきこと」「市民が

できること」は？ 

・第３回の結果を踏まえ「目指したいまち」の実現に向けて、「やる

べきこと」「市民ができること」をフセンに書いて発表しあい、模造

紙に貼り出します。 

・各グループが話した内容について、グループごとに発表し、参加

者全員で内容の共有化を図ります。 
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○「みんなで目指すまちづくり会議」参加者名簿 

 

氏名（50 音順） 

大谷 智恵子 

加ヶ嵜 鈴音 

金子 尚志 

北谷戸 春樹 

黒澤 寛之 

小池 宏 

木檜 佳菜 

小林 章浩 

渋田 洋子 

杉 夢夏 

鈴木 光子 

田島 奈三江 

田添 紀江 

田仲 暁美 

根岸 昭之 

根岸 桃子 

橋本 絵里子 

檜和田 樹子 

藤田 烈 

松下 真由美 

茂木 孝雄 

森 明子 

渡辺 国雄 

（敬称略）                       

 

計 23 名          
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第２章 「みんなで目指すまちづくり会議」からの提言 

みんなで目指すまちづくり会議では、参加者からあげられた目指したいまちのイメージを８つに

集約しました。以下の８つの目指したいまちのイメージを踏まえ、行政と市民が協力しながら、こ

れからのまちづくりを進めていくことが重要と考えます。 

 

 

１ 子育てしやすい子どものまち 

地域の宝である子どもを、安心して産み育てることができ、親が子育ての喜びを感じることの

できる環境を目指します。また、子どもの成長を支援できる地域の大人を増やすなど、地域ぐる

みでの子育て支援のあるまちづくりを提言します。 

 

２ 誰もが活躍できるまち 

人口減少社会では、市民一人ひとりの力が重要となります。年齢や属性、身体的な違いなどに

とらわれない、幅広い社会参加を促す環境が整備された誰もが活躍できるまちを目指すことを提

言します。 

 

３ 人と人との結びつきのある安心して暮らせるまち 

少子高齢化や核家族化などにより、地域の中で孤立する人が増えています。地域でのつなが

り・支え合いの仕組みをつくり、人と人との結びつきが安心した暮らしにつながるまちづくりを

提言します。 

 

４ ごみのないきれいで快適なまち 

ごみのないきれいなまちづくりは、市民の心の反映でもあります。市民一人ひとりがごみ問題

について関心を持ち、きれいで住みやすいまちづくりを提言します。 

 

５ 市の良いところをもっとアピールするまち 

自分のまちをアピールするためには、市民が自分たちのまちをよく知り、誇りを持つことが必

要です。（都市ブランドとは、対外的なイメージであるとともに、市民が行田らしさを実感し、

誇りを持つことでもあります。）市民や来訪者にとって価値のあるその魅力を、積極的に発信す

るまちづくりを提言します。 
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６ 賑わいがあるまち 

人口が減少していく中でも、まちの活力を生み出す基盤である産業を活性化し、まちの元気に

つなげます。地域資源を生かし、「見る」「食べる」「買う」「楽しむ」場として賑わいのあるまち

づくりを提言します。 

 

７ 快適な交通環境のあるまち 

快適な道路交通環境は、市民の暮らしを支える重要な基盤です。幹線道路や生活道路の整備は

進みつつありますが、子どもや高齢者、障がいのある方も安心して利用できる歩道の整備や、公

共交通の確保など、快適な交通環境のあるまちづくりを提言します。 

 

８ 地域で安心して暮らし続けられるまち 

地震や集中豪雨など、災害への不安が増しています。災害に強いまちを築いていくため、安心・

安全の担い手である市民の災害への取組みを支えていくことができるよう、危機管理体制のある

まちづくりを提言します。 
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第３章 ８つの目指したいまちのイメージ 

みんなで目指すまちづくり会議では、８つの目指したいまちのイメージについて、前提となる行

田市の “現状・課題” 、課題を解決し目指したいまちの実現に向けて“やるべきこと” “市民ができ

ること”をまとめました。 
 

１ 子育てしやすい子どものまち 

「子育てしやすい子どものまち」を目指すために、保育環境の向上、ボランティアの不足、子

供たちが安全に遊べる公園、通学路の整備、学力の向上などの課題があげられました。これらの

課題に対して“やるべきこと” “市民ができること”としては、「保育士の給与 UP」「見守り隊と市･

学校･地区との連携」「ボランティアの保険制度の導入」「無料の学習塾の設置」などの意見・提

言があげられました。 

【提言のまとめ】 

（１）保育環境の向上 

◎現状・課題 

・市立保育園と私立保育園の格差● 

・待機児童ゼロ● 

・兄弟姉妹で違う保育園になってしまう●●●●●● 

・学童保育室のあり方について、いじめ 

☆やるべきこと 

・保育園の一定水準化● 

・保育士さんの給与 UP（他市に負けない額）●●●●●● 

（２）ボランティアの不足 

◎現状・課題 

・お守りボランティアがいない 

☆やるべきこと 

・見守り隊を増やす、見守り隊と市･学校･地区との連携●● 

・ボランティア有料化、ボランティアの保険制度の導入●●●●● 

（３）子供たちが安全に遊べる公園 

◎現状・課題 

・子供たちが安全に遊べる公園●●●● 

☆やるべきこと 

・お散歩コースの整備● 

・高齢者もストレッチできるような遊具の設置●●● 

・飛び出し防止柵の設置●●●●●●● 

・父母の子供管理教育が必要● 

・子どもが遊べる場所を提供してくれる会社を誘致● 

※●（青）は第３回、●（緑）は第４回の共感シール 
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（４）通学路の整備 

◎現状・課題 

・歩道橋の老朽化 

☆やるべきこと 

・スクールバスの運行 

・歩道橋のメンテナンス● 

（５）学力の向上 

◎現状・課題 

・学校のレベルの向上、国語･英語等●●● 

☆やるべきこと 

・１クラス２人先生が付く 

・受講料がタダまたは安い寺子屋を作る 

・学童保育室などで無料の補習塾があるといい●●● 

★市民ができること 

・ものつくり大学の学生（サークル）などに協力してもらいものづくり教室を開く● 

（６）子育て支援 

◎現状・課題 

・子育てしやすい→預け先(安心先）幼・保、小、中、高、大 

☆やるべきこと 

・家政婦さんの派遣情報が欲しい 

・出産しやすい市にする（産婦人科の設備を良くするなど） 

・学童の指導員になれるチャンスを増やしていく 

【発表の様子】 
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２ 誰もが活躍できるまち 

「誰もが活躍できるまち」を目指すために、高齢者の就労促進、子育てしながらの就労支援な

ど、地域人材の有効活用について課題があげられました。これらの課題に対して“やるべきこと” 

“市民ができること”としては、「高齢者、障がい者向け求人を市報に掲載する」「子ども食堂(地域

食堂)を作る」「使っていない家や部屋などの貸し出し」「高齢者の方が小･中学校を訪問して昔遊

びなど子どもに教える」などの意見・提言があげられました。 

【提言のまとめ】 

（１）高齢者の就労促進 

◎現状・課題 

・高齢者も体力や希望に応じて安心して働けるシステム●●●●● 

・高齢者、障がい者の方が希望する職種が分からない 

☆やるべきこと 

・高齢、障がい者向け求人を市報にのせる●●● 

・高齢者が活躍でき、収入が得られる仕組みづくり● 

（２）子育てしながらの就労支援 

◎現状・課題 

・子供を育てながら仕事をすることができるシステムが必要 

☆やるべきこと 

・子ども食堂(地域食堂)を充実させる●● 

★市民ができること 

・支援団体の（NPO 等）広報の場をつくる Twitter・FB などの活用 

（３）地域人材の有効活用● 

◎現状・課題 

・適材適所●●●● 

・地域の人材発掘(有効活用）●●● 

☆やるべきこと 

・若年層が積極的に参加できるルール作り●● 

★市民ができること 

・使っていない家や部屋などの貸し出し● 

（４）行田の歴史文化を子どもたちに伝える 

◎現状・課題 

・高齢者から子供へ 歴史を伝える､遊ぶ●● 

・職業訓練や体験をできるよう（働く事を学ぶ） 

★市民ができること 

・行田が舞台になった映画作品などを高齢の方が中心となり学校で流していく 
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・高齢者の方が小･中学校を訪問して昔遊びなど子どもに教える●●● 

・はにわやまが玉を実際に作れる体験を増やしていく● 

（５）LGBT 等の情報が欲しい 

◎現状・課題 

・他の市町村の様子が知りたい LGBTs､パートナー制度 

☆やるべきこと 

・LGBTs の方が働きやすい環境を整えられるような企業向け研修を実施● 

★市民ができること 

・LGBTs 等を皆が正しく理解する●●●●●●● 

【発表の様子】 
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３ 人と人との結びつきのある安心して暮らせるまち 

「人と人との結びつきのある安心して暮らせるまち」を目指すために、人と人とのつながりづ

くり、バリアフリー対応、さまざまな世代が交流できる地域づくりなどの課題があげられました。

これらの課題に対して“やるべきこと” “市民ができること”としては、「自治会の改革」「支えあい

マップの強化と活用」「自治会について良く知ってもらう」「自治会と子供会（学校区）の統一」

などの意見・提言があげられました。 

【提言のまとめ】 

（１）人と人とのつながりをつくる 

◎現状・課題 

・共かせぎが多く日中留守のため隣近所のつながりが少ない●● 

・昔からの人と最近からの人と交流がとりづらい 

・地域によって近隣とのつながりの差がある●● 

・災害時等に高齢者･障害者に対して介助できているか？ 

☆やるべきこと 

・自治会の改革（住民全員参加）●●● 

・自治会の加入者を増やす● 

・ささえあいマップの強化と活用●●●● 

★市民ができること 

・自治会の役割について正しく理解する●●● 

・転入者に対し、自治会のことを説明する 

（２）バリアフリーへの対応●● 

◎現状・課題 

・バリアフリーに対応する場所が少ないように思える 

☆やるべきこと 

・バリアフリーマップを作る 

・新しく整備する時はバリアフリー対応にする 

（３）さまざまな世代が交流できる地域づくり 

◎現状・課題 

・交流などのイベントが年々少なくなっている● 

・子供がイベント参加に興味を持っても親の負担が大きく不参加の家庭が多い●● 

☆やるべきこと 

・地域の伝統文化を若い人に伝えていく●●● 

・定期的に市民によるスポーツ大会を開催 

・小学校･中学校の学区を越えた交流をする● 

・自治会と子供会（学校区）の統一●●●●●●●● 

・イベント（全世代が交流する）を増やす 
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【発表の様子】 
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４ ごみのないきれいで快適なまち 

「ごみのないきれいで快適なまち」を目指すために、ごみ収集ルールの徹底、身近な環境への

配慮などの課題があげられました。これらの課題に対して“やるべきこと” “市民ができること”

としては、「子どもたちへのゴミ教育」「ゴミをポイ捨てしない」「マナーを守る」などの意見・

提言があげられました。 

【提言のまとめ】 

（１）ごみのないきれいなまち 

◎現状・課題 

・きれいなまちが基本。心が豊かになる。 

・道路や空き地にごみを捨てる人がいる 

・住宅の敷地から雑草が道路に出ている 

☆やるべきこと 

・ルールを守る● 

・子どもたちへのゴミ教育●●●●●●● 

・ゴミ収集の料金を徴収する(自治会費を払わない人） 

★市民ができること 

・ゴミをポイ捨てしない●●●● 

・子供会でゴミ教育に関するイベントを開催する● 

（２）ごみ収集ルールの徹底● 

◎現状・課題 

・収集日、収集場所が守られていない事がある● 

・ごみ収集日よりも前にごみが出ている 

・ゴミ収集回数の統一（地区によって回数が違う）● 

・今後のゴミ焼却場はどうなるのか？ 

☆やるべきこと 

・ゴミカゴの統一化● 

・ゴミ箱の適正な設置 

・罰則制度を作る（ゴミをポイ捨てした場合） 

★市民ができること 

・ゴミは指定場所、指定日以外出さない●● 

・マナーを守る●● 

（３）身近な環境への配慮 

◎現状・課題 

・犬のフンが多い 

・歩道、自転車道に雑草が目立つ 

・空き家などに動物が住み着いている。排泄物の問題 
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☆やるべきこと 

・ペットの散歩マナーを周知 

・除草の回数を増やす 

・地区ごとに美化運動を実施 

★市民ができること 

・空き家や空き地も自分のものは自分で管理する 

・ペットの散歩マナーを守る 

・美化運動などに積極的に参加する 

【発表の様子】 
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５ 市の良いところをもっとアピールするまち 

「市の良いところをもっとアピールするまち」を目指すために、市民が行田を楽しむ機会をつ

くる、積極的な情報の発信などの課題があげられました。これらの課題に対して“やるべきこと” 

“市民ができること”としては、「はにわを使って街中や秩父鉄道等を楽しくする」「新しいマスコ

ットキャラを作る」「市民が良いところをユーチューブなどに投稿する、SNS 発信」などの意見・

提言があげられました。 

【提言のまとめ】 

（１）行田市を楽しむことをつくる 

◎現状・課題 

・行田の良いところを市民があまり良く知らない● 

・小さいイベントや良いところはあるが、「行田市といえばこれ」というものがない（一日 

過ごすルートがない） 

・有名な店が少ない 

・観光地のまわりにお店がない（古代蓮の里･さきたま古墳公園）●●●●● 

・さいたま市や所沢、川越にくらべて積極的に PR していない 

・案外住みやすいところが少ない､地味すぎる 

☆やるべきこと 

・秩父鉄道の車両と駅を楽しくする（はにわの形のつり輪、かわいい座面） 

●●●●●●●●●●●●● 

・いろいろな有名アーティストに（または美大生とか）はにわを作って各所に置き、スタン 

プラリーなどする 

・150 ㎝位のはにわを作りいろいろなところに置く 

・はにわに色をぬってかわいいはにわをたくさん作る●● 

・はにわ等のオブジェを街のところどころに設置してほしい。例えば古墳の道しるべ等に使う● 

・行田市には新幹線が通っているので、それを見やすくする施設を 

・観光地とイベントを組みあわせる（B 級グルメ）● 

・食堂にゼリーフライやフライをメニューに加える 

・小･中学生の合唱を行田市の各地で開催する 

・はにわ体験を開催する● 

・スタインウェイのピアノなど、有名な楽器を買ってコンサート開催など人を呼び込む●●● 

★市民ができること 

・行田市の写真展を JR･秩父鉄道の車両で行う 

・市民の代表がガイド役となって観光客を案内する 

・広場などで観光客･市民を交えたバーベキュー大会を開催 

・駅で飾るはにわ作りをする●● 

・地域のイベントに積極的に参加する● 

・商店が各々セールスポイントを作る 
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（２）積極的な情報の発信 

◎現状・課題 

・広報されているかもしれないがあまり目にしない●● 

☆やるべきこと 

・イベントなどの情報提供をもっと発信する 

・SNSやフェイスブック更新を頻繁に 

・ポケモン活用。外から人をよびこむ。年配の方も健康づくりでウォーキング 

・行田をバズらせる● 

・ゆるキャラの見直し（かわいくないため） 

・行田市の施設などにホームステイの出来る家の情報を出す 

・JR の主要駅に（大宮･高崎など）行田の情報を出す 

★市民ができること 

・観光イベント（ツーリズム Expo など）に行田市民が出て PR する● 

・市民が良いところをユーチューブなどに投稿する、SNS 発信● 

・インフルエンサーになる、インフルエンサーを作る● 

・行田の観光大使を市民から募る 

・新しいマスコットキャラを考える●●●●●●●● 

（３）その他 

・自然災害の少ない事●● 

・市民大学がある● 

【発表の様子】 
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６ 賑わいがあるまち 

「賑わいがあるまち」を目指すために、商店街の活性化や観光などへの積極的な取組みなどの

課題があげられました。これらの課題に対して“やるべきこと” “市民ができること”としては、「ク

ラウドファンディングに挑戦」「LED 飾り付けコンテスト」「住んでいる市民がどう盛り上がるか

考える」などの意見・提言があげられました。 

【提言のまとめ】 

（１）商店街の活性化 

◎現状・課題 

・シャッターが閉まっている商店街 

☆やるべきこと 

・空き店舗を活用する 

・また行田に来たいと思う魅力的なものをつくる。リピーターを増やす●●● 

・JR 行田駅の周囲に飲食店や商業施設をつくる 

・ランドバンク 

・結婚式場を市内に増やす● 

・料亭を市民が利用しやすくするためリーズナブルなメニューを増やす（キャンペーンとして）● 

★市民ができること 

・クラウドファンディングに挑戦●●● 

・自宅の LED 飾り付けコンテスト● 

・なるべく市内で買い物する 

（２）地域の活性化 

◎現状・課題 

・地区内で交流が少ない 

・若い人と高齢者のコミュニケーションが希薄● 

・保守的な人が多い(変わろうとしない） 

☆やるべきこと 

・若者の就職先を増やす 

・他力本願を辞める(市民自体の活性化） 

・住んでいる市民がどう盛り上がるか考える(意識の問題）●●●●● 

・市民と議員の会話ができる交流のまち●●● 

・インバウンドに力を入れる 

・グリーンアリーナにゴーカート場を作る 

・大きい商業施設の誘致●●● 

・夜市 

・行田市内の中学校の運動会を一般に見られるようにする 

・自動運転バスの導入● 

・移動手段の確保(バス、タクシー)●● 
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・JR 行田駅から１７号バイパス間の開発●●●● 

・市内の旅館を市民に泊まりやすくするキャンペーンをする（１泊 1,000 円など） 

★市民ができること 

・月に 1 回祭り 

（３）観光などへの積極的な取組 

◎現状・課題 

・近隣の市町村に遅れをとっている(観光など） 

☆やるべきこと 

・行田市のイメージビデオを放映する(アニメなど） 

・自宅イルミネーションを応援！● 

・行田一周ツアーを計画 

・持田駅や武州荒木駅からのウォークツアー（古い街並みが好きな人に）● 

・125 号バイパス沿い(古代蓮公園に近い場所）に道の駅をつくる●● 

・持田インター付近に店を増やす 

・彩々ファームを道の駅として大きくきれいにする 

・古代蓮の里園内にアスレチックのような遊び場を作る●● 

★市民ができること 

・行田市で結婚したカップルを市民全員で祝福する● 

【発表の様子】 
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７ 快適な交通環境のあるまち 

「快適な交通環境のあるまち」を目指すために、安全に歩ける歩道をつくる、交通安全対策に

取り組む、道路環境の整備などの課題があげられました。これらの課題に対して“やるべきこと” 

“市民ができること”としては、「色別歩行者レーン、自転車レーンの整備」「市民を対象とした交

通安全教室を開催」「今回のワークショップのような啓発活動を増やす」などの意見・提言があ

げられました。 

【提言のまとめ】 

（１）安全に歩ける歩道をつくる 

◎現状・課題 

・歩道が凸凹● 

・道路が狭く、自転車と歩行者でぶつかる 

・一方通行の道路が少ない 

・歩行者用信号が少ない 

・県道でも歩道がなく、電動車イスや自転車がこわくて移動できない 

・車道、歩道の区分化が少ない●● 

・30km（速度規制）道路が少ない 

・道路上に電柱、標識看板がある 

☆やるべきこと 

・放置自転車の撤去● 

・電柱の地中化●● 

・JR 行田駅の整備をもっと大がかりに●●●●● 

・歩道･自転車道整備（JR 行田駅～市街地）、車道の中に自転車エリア、自転車レーンの充実 

・外灯を増やして欲しい（ブル－ライト） 

・交通量に見合った幅員 

・パーソナルモビリティが使いやすい歩道、側道がほしい。●● 

・歩道が難しい場合は､裏道によった市の中心へ行く道を整備する 

・色別歩行者レーン、自転車レーンの整備●●●●●●●●● 

・JR 行田駅までの自転車道の整備により､通勤通学に自転車の積極的活用●●● 

★市民ができること 

・車、自転車共に走行スピードを遅くする 

・今回のワークショップのような啓発活動を増やす●●●●●●● 

（２）交通安全に取り組む 

☆やるべきこと 

・市民を対象とした交通安全教室を開催● 

・交通安全に関するよろず相談所を設ける 

・小学校や中学校での自転車交通ルール教室 
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★市民ができること 

・小学生の見守りだけでなく高齢者の見守りを● 

（３）道路環境の整備 

◎現状・課題 

・歩車道の段差が多い 

・通学路の幅が狭い●● 

☆やるべきこと 

・車移動だけに頼らない道路整備● 

・踏み切りを安全にする(遮断機や警報など） 

・住宅前の砂利を舗装する＋U 字溝の掃除 

（４）道路標識をわかりやすくする 

◎現状・課題 

・道路標識（白線）が薄い､消えている、道路の線を濃くして欲しい（消えているところが多い）● 

・右折レーンをもう少し手前から欲しい 

☆やるべきこと 

・右折レーンを延長する 

・道路の白線表示をきちんと管理する 

（５）バスを使いやすくする 

◎現状・課題 

・バスの停留所がほしい､朝混む●●● 

・自動運転バス時代に対応できる道へ● 

・市内循環バス使いやすく●● 

・現状ではバスの時間、本数が少なすぎて使えない。 

☆やるべきこと 

・バスルートの効率化● 

・県道でバスが停まると混んでしまうので､バスの停車スペースを作る 

・熊谷･鴻巣ともつながりやすいバスルート 

・自動運転を将来的に導入し、人的コストを下げる● 

・使用目的別バスルート案内表示● 

（６）JR行田駅での案内が必要 

◎現状・課題 

・市外、県外、海外から来た人の JR 行田駅からの交通手段がない● 

☆やるべきこと 

・案内図の整備（避難経路図をかねて） 
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（７）機能別な道路交通環境 

◎現状・課題 

・住居区、農業区、史跡区に分けた道路交通になっていない● 

☆やるべきこと 

・JR 行田駅周辺を整備し､住居区とする●●● 

・忍城跡、さきたま古墳を史跡区とし、住居としない●●● 

（８）買い物難民の交通手段 

◎現状・課題 

・買い物難民の（障がい者を含む）交通手段が少ない 

・デマンドタクシーの車両が少ない● 

☆やるべきこと 

・免許返納後のフォロー（電動自転車･車いすの補助など）● 

・移動販売車が車でお店を広げることが出来るスペース（公民館の駐車場）の確保 

・行きはデマンドタクシーで、帰りは病院やスーパーが車を出せないか 

・交通弱者に的をしぼった交通行政、道路に対するニーズ調査をする（免許返納者、電動車 

イス使用者）●●●● 

・交通弱者のニーズを把握するために、包括支援センターや地域ケア会議、当事者、リハビ 

リ専門職団体、介護保険、障害者総合支援法で手動車椅子を使っている方、聞き取り･ア 

ンケート等行う● 

★市民ができること 

・運転ボランティア（有償）をする 

・近所同志で声をかけ合い､買い物や病院へ行く（車に乗せてあげる） 

【発表の様子】 
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８ 地域で安心して暮らし続けられるまち 

「地域で安心して暮らし続けられるまち」を目指すために、災害時への備えや地域で住み続け

るために必要なこと等について課題があげられました。これらの課題に対して“やるべきこと” 

“市民ができること”としては、「ハザードマップに福祉避難所をのせる」「川の水位を防犯カメラ

等でライブ配信」「偏見をなくす幼少からの教育の充実」などの意見・提言があげられました。 

【提言のまとめ】 

（１）災害時への備え 

◎現状・課題 

・河川災害の備えが悪い● 

・台風等災害のときに安心して避難できる場所と案内（障害者、高齢者）が不足 

・グリーンアリーナが台風の避難時、水没して入れなかった 

☆やるべきこと 

・避難所案内図の整備 

・ハザードマップに福祉避難所をのせる●●●●● 

・熊谷市のくまぴあのような廃校を活用した避難所を作ってはどうか(エレベーターもある） 

・過去に浸水した高さがわかるといい 

・水路は危険だという教育をする 

・川の水位をカメラ等でライブ配信●●●●●●● 

・避難案内図を兼ねた観光案内図の整備 

・防災グッズを市で販売→数年に１年ハガキで買換よびかけ●●● 

★市民ができること 

・地域住民、近くの方々と声かけ●●● 

・炊き出しなどの実践的な防災訓練を行う● 

・地区ごとの班で役割分担の明確化 

・福祉避難所の見学会をする。関心をもつ● 

（２）安心・安全なまち 

◎現状・課題 

・行田市駅以外の駅前は案外暗い所がある。１人で歩くには危険 

☆やるべきこと 

・食堂などに行田市の安全情報を公開する● 

・健康を自分で保つためにウォーキング、ジョギングできる歩道･街灯を整備する 

★市民ができること 

・自治会での夜警、見回り 
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（３）地域で住み続ける● 

◎現状・課題 

・健康で過ごせる環境を作る 

・地域サロンに出て行けない人がいる（虚弱な人）（男性参加者少ない） 

・年をとっても通院や買い物に行けるか心配 

・近所の人とのコミュニケーション、あいさつなど●● 

・一人暮らしの方への配慮が必要● 

☆やるべきこと 

・隣近所で声をかけ合う 

・サロンの活用 

・近所に集まれる場所づくり、自治会館など 

・偏見をなくす幼少からの教育の充実●●● 

・病院の休日担当院を HP などで周知する 

・近所のホームドクターを日付指定で健康検診を受けられるシステム● 

・医療介護の人材･資源の確保（往診医、在宅サービスなど） 

・地域密着型医療を推進する 

【発表の様子】 
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